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本
県
は
、
我
が
国
の
最
南
西
部
に
位
置

し
、
東
西
約
一
千
キ
ロ
、
南
北
約
四

百
キ
ロ
の
広
大
な
海
域
に
百
六
十
の
島
々
か

ら
な
る
島
嶼
県
で
す
。
本
島
の
ほ
か
四
十
の

有
人
離
島
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
島
々
に
は

約
十
二
万
八
千
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
数
の
島
々
か
ら
な
る
本
県

に
お
い
て
、
全
て
の
島
々
で
同
じ
水
準
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
は
難
し
い
問
題

で
す
。

多
く
の
離
島
に
は
診
療
所
が
あ
り
ま
す

が
、
大
き
な
け
が
や
高
度
医
療
を
必
要
と
す

る
脳
や
心
臓
の
病
気
な
ど
に
は
十
分
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
患
者
を
、
本
島
あ

る
い
は
宮
古
や
石
垣
島
の
病
院
へ
搬
送
す
る

の
が
急
患
空
輸
で
す
。

急
患
空
輸
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
以
前
に

離
島
で
緊
急
患
者
が
発
生
し
た
際
に
、
米
軍

が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
で
本
島
に
患
者
を
搬
送

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

沖
縄
の
本
土
復
帰
以
降
は
、
米
軍
に
代
わ

っ
て
、
陸
上
自
衛
隊
と
海
上
保
安
庁
に
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
約
三
十

三
年
間
、
沖
縄
本
島
の
周
辺
地
域
を
陸
上
自

衛
隊
が
、
宮
古
・
八
重
山
地
域
を
海
上
保
安

庁
が
所
轄
す
る
形
で
急
患
空
輸
が
行
わ
れ
、

県
民
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
の
で
す
。

事
故
や
災
害
と
同
様
、
緊
急
患
者
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
急
患
空
輸
に
当
っ
て
い
る
陸

上
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
整
備
士
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
担
当
等
が
二
十
四
時
間
体
制
で
待

機
し
て
い
ま
す
。

夜
間
等
の
勤
務
時
間
外
に
緊
急
患
者
が
複

数
の
島
で
同
時
に
発
生
し
た
場
合
等
に
は
、

自
宅
に
い
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
駆
け
つ
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
県
民
の
命
を
救
う
た
め
、
多

く
の
人
々
が
急
患
空
輸
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

ヘリを整備している様子。ヘリ搬送はパイロットだけでなく、整備士
など多くの人の助けによって安全な運航が確保されています

多くの有人離島において、診療所では対応できない緊急患者が
発生した際に、ヘリコプターなどによって迅速に、沖縄本島もし
くは宮古・石垣島に搬送するのが急患空輸です。
今回は、急患空輸が、どのように行われているのかについてご
紹介します。
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離島の急患空輸の仕組み 患者の搬送
情報の流れ
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急患空輸に使われるヘリコプターは、別名「空飛ぶ救急車」と
呼ばれています。必要な場合は、医師が付き添って治療をする
こともあります

陸上自衛隊第１混成団101飛行隊員が、急患空輸した患者の方を救急隊員に引き継いでいる様子

沖
縄
が
本
土
復
帰
し
た
昭
和
四
十
七
年

か
ら
平
成
十
五
年
末
ま
で
の
三
十
二

年
間
に
、
陸
上
自
衛
隊
で
約
五
、
五
〇
〇
件
、

海
上
保
安
庁
で
約
一
、
八
五
〇
件
の
搬
送
を

行
い
、
約
七
、
八
〇
〇
人
の
尊
い
命
を
救
っ

て
き
ま
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
の
安
全
性

は
、気
象
条
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。

台
風
時
は
も
ち
ろ
ん
、
豪
雨
や
雷
な
ど
で
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
行
で
き
な
い
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
り
、
天
候
の
回
復
を
待
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
天

候
の
回
復
状
況
が
ど
の
段
階
に
な
っ
た
ら
飛

行
可
能
に
な
る
の
か
と
い
う
難
し
い
判
断
を

迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
と
も
す
れ
ば
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
の
状
況
で
、
安
全
を
第
一
に
、
で
き

る
限
り
迅
速
に
患
者
を
搬
送
す
る
た
め
に
、

懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

IDB年次総会 2005年４月沖縄で開催舞台は沖縄！　世界最大級の国際会議



伊平屋島 60件�

伊是名島 81件�
伊江島 1件�

座間味島 24件�
久米島 213件�

渡名喜島 21件�

粟国島 60件�

阿嘉島 25件�

渡嘉敷島 27件�

北大東島 21件�

南大東島 63件�
宮古島 38件�

石垣島 25件�

伊良部島 2件�
多良間島 73件�

小浜島 11件�

竹富島 4件�

黒島 14件�

新城島（上島） 2件�

波照間島 39件�

鳩間島 1件�

西表島 58件�

与那国島 54件�
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●お問い合わせ

県消防防災課

TEL.098-866-2143

FAX.098-866-3204

主に沖縄本島周辺で活躍するUH-60JA
（自衛隊機）

宮古・八重山地域の急患空輸の主役
ベル412（海上保安庁ヘリコプター）

石垣・宮古・大東など主に長距離搬
送で活躍するLR-2（自衛隊機）

緑の表記は陸上自衛隊による搬送
青の表記は海上保安庁による搬送

沖
縄
本
島
周
辺
の
急
患
空
輸
は
、

自
衛
隊
法
に
基
づ
く
災
害
派
遣
の
一

環
と
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
一
混
成

団
第
一
〇
一
飛
行
隊
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
は
、
夜
間
な
ど
の
勤

務
時
間
外
に
お
い
て
、
隊
員
十
三
人

と
航
空
機
二
機
が
、
緊
急
患
者
の
発

生
に
備
え
て
待
機
し
て
い
ま
す
。
陸

上
自
衛
隊
は
、
本
県
の
み
な
ら
ず
鹿

児
島
県
の
奄
美
・
沖
永
良
部
島
等
の

急
患
空
輸
も
担
当
し
、
地
元
の
安

心
・
安
全
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。急

患
空
輸
は
、
そ
の
多
く
が
夜
間

に
集
中
し
て
い
る
と
と
も
に
、
沖
縄

で
の
航
空
管
制
上
、
飛
行
で
き
る
高

度
は
千
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
百
メ
ー
ト

ル
）
と
低
い
た
め
、
騒
音
に
対
す
る

県
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
が
必
要
で

す
。ま

た
、
急
患
空
輸
で
は
、
医
師
や

看
護
師
が
添
乗
し
な
い
場
合
、
同
乗

し
て
い
る
整
備
員
が
代
わ
っ
て
看
病

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
や
整
備
員
に
と
っ
て
極
め
て
負
担

の
重
い
任
務
な
の
で
す
。

陸
上
自
衛
隊
の
活
動

海
上
保
安
庁
第
十
一
管
区
海
上
保

安
本
部
は
、
宮
古
・
石
垣
島
周
辺
に

あ
る
島
々
か
ら
の
急
患
空
輸
を
担
当

し
、
同
本
部
長
と
沖
縄
県
知
事
と
の

間
に
交
わ
さ
れ
た
「
沖
縄
県
内
に
お

け
る
急
患
輸
送
等
の
救
援
に
関
す
る

申
し
合
わ
せ
」
に
基
づ
き
急
患
空
輸

を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
石
垣
航

空
基
地
は
石
垣
空
港
内
に
あ
り
、
海
上

の
警
備
や
海
洋
環
境
の
保
全
、
海
難
救

助
な
ど
が
そ
の
基
本
任
務
で
す
。

海
上
保
安
庁
に
よ
る
急
患
搬
送
は
沖

縄
の
本
土
復
帰
直
前
の
三
月
に
開
始
さ

れ
、
搬
送
患
者
数
は
、
去
る
十
一
月
十

六
日
で
二
千
人
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
海
上
保
安
庁
に
よ

る
急
患
空
輸
は
、
宮
古
・
石
垣
島
周

辺
地
域
の
救
急
医
療
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

海
上
保
安
庁
の
活
動

急
患
空
輸
の
実
績

過
　
　
去

３
年
間
の

本
島
周
辺
を
含
め
、
県
内
離
島
で
は
過
去
三
年
間
で

九
百
件
を
超
え
る
急
患
空
輸
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

突
然
の
病
状
悪
化
を

空
輸
で
救
う

二
〇
〇
四
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
、
突
然
、
県
の
消
防
防
災
課
に
、
京

都
大
学
付
属
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
生
体
肝
移
植
の
患
者
の
方
の
病
状
が

悪
化
し
、
民
間
旅
客
機
で
搬
送
で
き
な
く

な
っ
た
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
消
防
防
災
課
で
は
、
陸
上

自
衛
隊
に
急
患
搬
送
を
要
請
。
陸
上
自

衛
隊
の
航
空
機
に
よ
っ
て
、
患
者
の
方

は
無
事
、
伊
丹
空
港
に
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。治

療
は
無
事
終
了
し
、
現
在
、
本
島

北
部
で
元
気
に
働
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

伊丹空港に搬送された患者の方と当時のパイロッ
トとの再会（2004年６月）

空
の
上
で生ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん

昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
八
日
、
与

那
国
島
か
ら
出
産
間
近
の
妊
婦
を
搬
送

し
て
ほ
し
い
と
連
絡
を
受
け
た
海
上
保

安
庁
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
石
垣
航
空

基
地
を
出
発
し
ま
し
た
。

当
時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
今
よ
り
も

小
さ
く
、
医
師
や
家
族
が
同
乗
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
与
那
国
島

か
ら
は
妊
婦
だ
け
を
乗
せ
て
石
垣
島
に

引
き
返
し
ま
し
た
。

そ
の
飛
行
中
、
機
内
で
男
の
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
る
と
い
う
予
期
せ
ぬ
出
来

事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
乗
組
員
一
同
驚

き
ま
し
た
が
、
病
院
近
く
の
小
学
校
へ

緊
急
着
陸
し
、
無
事
、
病
院
へ
搬
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
当
時
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
整
備
員

の
名
前
か
ら
一
字
ず
つ
取
っ
た
名
前
が

付
け
ら
れ
、
現
在
、
福
岡
で
暮
ら
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

急患空輸に出動するヘリ等

「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月３日は、「ちゅらさん運動の日」


